
えびの市観光大学

えびの時空散走の取り組みについて

（宮崎県地域の魅力再発見支援事業）

えびの時空散走プロデューサー 陸奥賢



【マス・ツーリズムの構造的問題】
• マス・ツーリズム＝大衆（マス）のための観光

• 集客（消費者、消費額）は多ければ多いほど良い

■「大衆」（マス）・・・顔が見えない、匿名的な集団、一過性の存在、
他者性、刹那的、瞬間的、胡乱、無責任

■マスを動かすためには、わかりやすく伝える必要性が生じる→

そのために「単純化」「ワン・パッケージ化」「CM化」が進む

※大阪でいえば「Y・T・T」（吉本、タコ焼き、タイガース）

※多種多様な地域文化、地方文化を蔑ろにしている

※また収益化、ビジネス化できない文化資源は無価値と見做される

※さらにマス・ツーリズムに成功した都市、観光名所ではオーバーツーリ
ズム（観光災害）の問題が顕在化、深刻化している



【コミュニティ・ツーリズムの可能性】

コミュニティ…顔が見える関係、共同体、身内、知人、友人、仲間、
同質性、五縁（血縁、地縁、学縁、社縁、趣縁）

■「大阪あそ歩」「いわき時空散走」
地産地消の観光であり、内需の観光である

※大阪はマス・ツーリズムが急拡大した都市だが、ＹＴＴ的な「シ
ミュラークル（まがいもの）な大阪」のみが注目され、大阪人自身が
豊潤な大阪文化を見失っているのではないか？

※いわきは震災の影響もあり、いまだに観光者数は回復していない。
また14市町村が合併して誕生した中核市で、一時期は「日本一広い
市」であった。広いだけに日本一の車依存率で、車社会化が進み、地
元をゆっくりと歩く、丁寧に見て回るといった経験が圧倒的に少ない



2008年、大阪コミュニティ・ツーリズム推進連絡協議会（大阪
市、大阪府、大阪観光コンベンション協会など）を母体として
発足し、プロデューサーに陸奥賢が就任。陸奥は立ち上げから
約5年間（2013年1月まで）同プロジェクトに携わった

大阪市内だけで300コースのまち歩きコース（150のスタンダー
ドコースのマップ、150のショートコースのマップ）を作成し、
2012年に観光庁長官表彰を受賞。コミュニティ・ツーリズムの
プロジェクトとしては日本初の受賞となった





■自分たちのコミュニティ、足元、地元、
まち、ふるさとを改めて巡ってみよう

•わがまち意識、アイデンティティの確認、身土不二、郷土愛、
「まちびと」としての誇り、愛着、愛情などが涵養される、
「等身大の物語」と出会う、「小さな物語」の発見…セラピー、
回復していく



■情報（データ）と物語（ナラティブ）

•代替可能なもの…情報、データ、「いいね」の数

•代替不可能なもの…物語、それと出会ってしまったことで、自
分の世界観が変容してしまうもの



■コミュニティ・ツーリズムはコミュニティ
内のネットワークを活性化させる

マス・ツーリズムの参加者はリピーターしない（しにくい）。し
かしコミュニティ・ツーリズムの参加者はコミュニティ内部、コ
ミュニティ周辺の参加者なので再訪しやすい。リピーターしやす
い。そうすることでコミュニティ・ネットワークが強化されてい
く。その結果、新しいコミュニティ・プロジェクトが生まれて、
活性化に繋がっていく

※いわきでのコミュニティ・プロジェクト、文化創出の事例…田
部君子フェスティバル



■田部君子
（1916～1944）

磐城平（いわき駅周辺。
城下町）の住民たちにも、
ほぼ、その存在が忘れら
れていた天才女流歌人の
田部君子を、いわき時空
散走のマップ作成のリ
サーチで発見。

地元有志がその才能に改
めて注目し、彼女の劇的
でドラマチックな人生も
相まって再評価の気運が
年々、高まっている。





■アリオスダンスプロジェクト「時空おどりびと 田部君子編」
主催：いわき芸術文化交流館アリオス
協力：いわき自転車文化発信・交流拠点ノレル？
参考資料：『田部君子歌集』（編著：池部淳子・池部道子）



【えびの時空散走プロジェクト】

•宮崎県えびの市で、2025年度中にえびの時空散走マップを4
マップ作成予定

•基本的に「駅」をスタートとして作成。サイクル・ツアーのみ
ならず、まち歩き、ウォーキングにも使えるマップにしている

•地元住民、地域の方のご協力を得ながら、現在、リサーチを積
み重ねて鋭意作成中



「えびの時空散走プ
ロジェクト」の第一
段として、えびの飯
野駅コースのマップ
を昨年度に作成。

飯野城跡、黒木家住
宅など歴史的な名
所・旧跡のほか、カ
ンナレナンコ、観音
原角力、八幡神社の
河童伝説、赤腹亀伝
説など、地元の方で
も知る人ぞ知るの祭
礼、風習、民話など
を取り上げて紹介し
ています



【えびの時空散走ツアー予定】

2025年

➀10月18日（土）午後スタート

➁10月19日（日）午前スタート

※定員は10名ほどを予定しています

•道の駅「えびの」（アウトドアステーションえびの）から出発
して、東コース、西コースをツアーで実施予定。サポーターさ
ん（えびのの地元の方）と一緒に自転車で巡る。レンタサイク
ル（電動もあります）もあり。距離は10キロ以内、時間は3時
間ほど。途中で飲食など休憩（お店訪問）を挟む予定です



【えびの時空散走マップはすべてコモン
ズ・デザイン（共有財産）です】

•※マップ（PDF）は今年度中に完成させ、オープンフリーで、
共有財産（コモンズ）として無料開放する予定です

•マップを使いながら、みんなでサイクル・ツアーをするもよし、
ひとりで歩いて巡るもよしです。ツアーのツールのみならず、
まちづくり、教育、文化振興、防災、会社研修など、いろんな
場や人に利用されることを願っています


